






はじめに 

昭和 年に三才児健診が実施されて以降、一才六カ月健診など各地で乳幼児期の健診が広

くおこなわれるようになった。ところで,小児の疾病構造が著しく変化するなかで、慢性・

難治性の疾患や精神発達遅滞や脳性麻痺などの発達障害の早期発見・治療が注目され、ま

た、学童の様々な不健康状態が明らかになるにつれ、乳幼児期の育児のあり方が問題とな

ってきた。乳幼児健診も、単に身体的な異常の発見や栄養指導だけでなく、発達障害の早

期発見や子どもの発達段階に応じた保健指導が要求されるようになり、また小児の健康を

モニタリングする一つの手段として考えられるようになってきている。しかし、現実の健

診は、スクリーニング基準や保健指導の内容も医師や保健婦によってまちまちである。そ

こで、これらの基準や内容を統一し、事後措置のシステム化することが目的である。今回

は、本研究の初年度でもあり、今後の基本的な研究方向について報告する。 


